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届出ガイドラインＱ＆Ａは今後も随時追加＆修正を行う予定です。参照にあたっては必

ず最新版であることをご確認下さい。 

 

【Ｑ１】現在の道路交通法では認知症に関してどのように定められていますか？ 

〔Ａ１〕現在の道路交通法では、介護保険法（平成九年法律第百二十三号）第五条の二

に規定する認知症であると診断されると自動車運転免許証は取り消しあるいは停止と

なると定められています。なお介護保険法では、認知症は、脳の器質的な変化により日

常生活に支障が生じる程度にまで記憶機能及びその他の認知機能が低下した状態、とさ

れています。 

 

【Ｑ２】医師が患者の同意を得ずに届出を行うと守秘義務違反になりませんか？ 

〔Ａ２〕道路交通法に定める一定の病気等に係る医師の任意届出については、医師が患

者の同意を得ずに届出を行う場合であっても、道交法第101条の6第3項の規定により、

刑法の秘密漏示罪や個人情報保護法等には違反しないとされています。 

 

【Ｑ３】「認知症の診断の届出をする際には、患者本人および家族（または介護者）の

同意を得るようにする」において、同意は必須ですか？ 

〔Ａ３〕必須ではありませんが、できるだけ同意を得るように努めて下さい。しかし患

者本人は多くの場合、病識がないことから同意を得ることが難しいかも知れません。そ

の場合でも、家族（または介護者）の同意は得るように努めて下さい。 

 

【Ｑ４】届出を行う場合に使用する特定の様式はありますか？ 

〔Ａ４〕警察庁交通局運転免許課の通達（平成26年4月10日）「一定の病気等に係る運

転免許関係事務に関する運用上の留意事項について」

（ http://www.npa.go.jp/pdc/notification/koutuu/menkyo/menkyo20140410.pdf ）の別紙様式

第１（届出用）を使用してください。 

http://www.npa.go.jp/pdc/notification/koutuu/menkyo/menkyo20140410.pdf

